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公
共
交
通
を
便
利
に

恵
那
市
は
平
成
16
年
、旧
恵
那
市
と
恵
那
郡

の
５
つ
の
町
村
が
新
設
合
併
し
、
誕
生
し
た
。

市
内
に
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
明あ

け
ち知

鉄
道
が
、

恵
那
駅
か
ら
明
智
駅
ま
で
の
２
５・１
㎞
の
区
間

を
走
る
。
合
併
前
か
ら
、
明
知
鉄
道
の
駅
を
発

着
す
る
バ
ス
は
、乗
り
継
ぎ
ダ
イ
ヤ
が
悪
か
っ
た

り
、
一
部
の
路
線
で
は
明
知
鉄
道
と
の
競
合
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
や
マ

イ
カ
ー
普
及
の
影
響
も
あ
り
、
利
用
客
が
減
少

し
て
い
た
。

便
利
で
快
適
な
移
動
手
段
を
確
保
し
よ
う

と
、
市
、
公
共
交
通
事
業
者
、
市
民
代
表
な
ど

が
参
加
す
る「
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」を
設
置
。
平
成
21
年
か
ら
第

一
次
の
５
カ
年
計
画
と
し
て
、「
明
知
鉄
道
沿
線

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」（
以
下
、「
連

携
計
画
」）を
策
定
し
た
。
明
知
鉄
道
を
基
幹
路

線
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
は
そ
の
支
線
と
な
る
よ

う
、
路
線
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
沿
線
地
域

全
体
で
公
共
交
通
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の

見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

地
域
住
民
と
と
も
に

連
携
計
画
の
基
本
方
針
の
一
つ
に
、「
公
共
交

通
と
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
」を
掲
げ
て
い

る
。
明
知
鉄
道
を
含
め
た
公
共
交
通
の
実
態
や

活
用
方
法
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
で
、公
共
交
通
の
運
営
に
つ
い
て
住
民
の

理
解
を
深
め
、
ま
た
、
沿
線
の
環
境
整
備
や
駅

舎
清
掃
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
沿

線
住
民
に
明
知
鉄
道
を
支
え
る
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
も
の
だ
。

明知鉄道　岩村駅

山
紫
水
明
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

映
画「
青
い
山
脈
」の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
恵
那
市

公
共
交
通
を
守
り
育
て
、
未
来
に“
つ
な
ぐ
”こ
と
を
目
指
す

地域公共交通確保維持改善事業
　地方バス路線、離島航路・航空路など、生活交通の
確保・維持を図るとともに、地域鉄道の安全性向上に
役立つ設備整備など、快適で安全な公共交通の構築
への取り組みを支援するもので、平成23年度に創設。
明知鉄道は、この事業を活用し設備や車両の整備を進
めている。
　また、この事業創設前の「地域公共交通活性化・再
生総合事業」で平成22年度に「明知鉄道沿線地域公
共交通活性化協議会」が、国土交通大臣表彰を受賞。

岐阜県恵
え な

那市

第25回

恵那市

岐阜県



阿木

恵那

岩村

山岡

明智

東野

飯沼
飯羽間

野志

極楽極楽

花白温泉花白温泉

坂折（さかおり）棚田

恵那峡／品の字岩
恵那銀の森

大井宿本陣跡

観光案内所
物産館えなてらす
中山道広重美術館

茅の宿とみだ

花
白
の
湯

歴史の町並み／岩村醸造

日本大正村
日本大正村役場
大正ロマン館

岩村城跡／昇龍の井戸

農村景観日本一の風景

中山道

大
井
ダ
ム

JR中央
本線

基幹路線（明知鉄道）
営業路線（東濃鉄道バス）
幹線（市自主運行バス）
地域路線（市自主運行バスまたは地域運営バス）
主な交通結節点
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明智駅に停車するSL「C12型」。今は展示の
みで運行はしていない。

明智駅に飾られた地域の
ヘッドマーク入賞作品

 大井宿本陣跡
中山道六十九次のうち、江
戸から数えて四十六番目
の宿場町。昭和22年に本
棟が火災で消失。現在で
は、正門、裏の庭園のみ
が残る。

地元の食材を使ったレストラン
とショップが入る。

恵那銀の森

電柱が地中化されたまちなみ。重要伝統的建造物群保
存地区に選定（写真上）。それぞれの軒先には佐藤一斎
の句と女将さんの名前が入ったのれんが掲げられている。
佐藤一斎は岩村藩出身の儒学者

岩村の城下町（歴史の町並み）

岩村城跡

岩村城は日本名城100選にも選ば
れた日本一高い所にある山城。今は
城壁が残る。写真は本丸の北東面に
築かれた６段の石垣

日本大正村役場

無料休憩所として利用されている。

本丸にあり、決して
涸（か）れることが
なかったと言われ
る 「昇龍の井戸」

花白温泉駅前にある日帰り温泉
施設

花白の湯

1787年創業と伝えられて
いる 「岩村醸造」。酒蔵見
学や試飲もできる。敷地内
には、以前酒や米の運搬
に使われていたトロッコの
レールがあり、天正年間に
整備された生活・防火用水
である「天正疎水（てんしょ
うそすい）」が流れる。

「品」の字を
形づくる

「品の字岩」

桜の名所にもなっている。

遊覧船で恵那峡めぐりが楽しめる。

極楽駅のホームに
あるお地蔵様

極楽駅

高校生が手作りした阿木駅
待合室の座布団。自主的に
駅の清掃などもしている。

阿木駅

第二次
明知鉄道沿線地域

公共交通
総合連携計画
ネットワーク明智駅

明知鉄道 丸山朝夫専務

岩村醸造の女将
渡會直子さん

岩村城にちなんだ 
地酒 『女城主』を 
ぜひ味わってください

鉄道はまちをつなぐ串の役割 
を担っています。明知鉄道が 
活性化すれば、地域全体が
発展します

恵那峡
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平
成
25
年
３
月
に
は「
地
域
公
共
交
通
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
。
明
知
鉄
道
を
使
っ
て
通
学

す
る
高
校
生
か
ら
、
活
性
化
の
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
か
企
画
提
案
を
し
て
も
ら
っ
た
。
列

車
内
か
ら
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、
す
ぐ
に
で
も
実
施
で

き
る
も
の
も
あ
り
、さ
っ
そ
く
取
り
入
れ
た
。
参

加
者
た
ち
も
、
地
域
の
人
々
が
明
知
鉄
道
を
支

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
し
、公

共
交
通
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域
主
体
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
共
通
認
識
も
進

ん
で
い
る
。

ま
た
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、
沿
線
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
ヘッ
ド
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
。
入
賞
作
品
は
列
車
内
で
表
彰
を
し

た
。
明
智
駅
に
飾
ら
れ
た
入
賞
作
品
を
見
よ
う

と
生
徒
の
家
族
が
列
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
。

次
の「
連
携
計
画
」へ

平
成
25
年
度
で
終
了
し
た
第
一
次
連
携
計

画
。
計
画
の
目
標
達
成
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、平
成
26
年
度
か
ら
は
新
た
な
５
カ
年

の
第
二
次
連
携
計
画
を
策
定
し
た
。
明
知
鉄
道

を
中
心
と
し
た
快
適
で
円
滑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
の
実
現
を
受
け
継
い
で
い
く
。

「
住
民
の
方
か
ら
は
、
身
近
な
生
活
路
線
が

便
利
に
な
る
よ
う
に
目
を
向
け
て
く
れ
て
あ
り

が
た
い
、
と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
恵
那
市
経
済
部
商
工
観
光
課
の

松
田
泰
明
さ
ん
。「
今
後
は
、
公
共
交
通
を
地

域
・
事
業
者
・
市
の
３
者
で
守
り
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
」

未
来
へ“
つ
な
ぐ
”明
知
鉄
道

連
携
計
画
で
中
心
と
な
る
明
知
鉄
道
。
観
光

客
に
も
も
っ
と
訪
れ
て
欲
し
い
と
、
山
岡
特
産
の

細
寒
天
※
を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
め
る「
寒
天
列

車
」や
、
秋
に
は「
き
の
こ
列
車
」な
ど
、
季
節
に

合
わ
せ
て
グ
ル

メ
列
車
の
運

行
を
始
め
た
。

ま
た
、４
～

11
月
ま
で
の

第
二
土
曜
日
に
は「
ち
ゃ
り
ん
こ
列
車
」を
走
ら

せ
る
。
明
知
鉄
道
に
自
転
車
ご
と
乗
り
込
ん
で
、

沿
線
の
各
所
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
回
る
と
い
う

も
の
。
自
然
の
な
か
を
自
転
車
で
駆
け
抜
け
る

の
は
最
高
だ
。

明
知
鉄
道
の
社
長
で
も
あ
る
、
可か

ち知
義
明
恵

那
市
長
は
、「
恵
那
に
は
山
紫
水
明
の
豊
か
な
自

然
や
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
特
に
明
知
鉄
道
沿
線
に
あ
る
岩
村
の
ま

ち
な
み
や
岩
村
城
跡
な
ど
は
歴
史
的
に
価
値
が

高
い
。
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

が
積
極
的
に
市
の
外
に
向
け
て
働
き
か
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
話
す
。

「
リ
ニ
ア
の
駅
が
岐
阜
県
内
に
で
き
る
こ
と
が

決
ま
り
、こ
こ
が
通
過
点
に
な
ら
な
い
よ
う
、明

知
鉄
道
そ
の
も
の
を
観
光
ツ
ー
ル
に
し
て
、存
続

の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲

を
見
せ
る
。

平
成
24
年
中
に
は
観
光
客
数
が
４
０
０
万
人

を
突
破
。
目
標
よ
り
３
年
も
早
く
達
成
で
き
た
。

地
域
全
体
で
守
り
育
て
た
公
共
交
通
を
、
よ

り
良
い
状
態
で
次
世
代
に“
つ
な
ぐ
”た
め
に
第

二
次
連
携
計
画
が
走
り
始
め
た
ば
か
り
だ
。

岩村のポスターが国土交通大臣賞を受賞！！
　「恵那市岩村人と自然が織りなす物語」が、
平成25年度第62回日本観光ポスターコン
クール（社団法人 日本
観光振興協会主催）で、
国土交通大臣賞を受賞
しました。
　表彰式は、平成26年

９月26日（金）に東京ビッグサイトで開催される
「ツーリズム EXPO ジャパン」で行われる予定。

 恵那のシクラメン
　恵那市がシクラメン発祥の地だということを
ご存じだろうか。大正時代に大井ダムの建設に
携わっていたアメリカ人技師の妻（ドイツ人）によ
り伝えられ、恵那市東野の故・伊藤孝

こうじゅう
重氏によ

り栽培が始められた。現
在では、恵那市は全国
に誇るシクラメン産地と
なり、さまざまな品種が
研究・開発されている。

※細寒天 … 細い糸状に作った寒天。恵那市山岡町は、全国シェア80％以上を誇る日本一の細寒天の生産地域。

商工観光課の松田さん（左）と足立さん

可知 恵那市長

寒天列車で出る
ヘルシーな寒天
料理

9～11月にはきのこ
列車が楽しめる。

見事
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中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
平
成
24
年
５
月
よ
り
、

河
川
や
道
路
、
港
湾
の
整
備
な
ど
の
事
業
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
工
事
現
場
な
ど
を「
旬
な
現
場
」

と
名
付
け
、
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
入
り

禁
止
の
工
事
現
場
か
ら“
見
せ
る
工
事
現
場
”へ
。
皆

さ
ん
に
私
た
ち
の
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
工

事
現
場
の
魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

東
濃
地
方
を
管
轄
す
る
多
治
見
砂
防
国
道
事
務

所
で
は
、「
旬
な
現
場
」と
し
て「
木
曽
川
水
系
川か

お
れ上

流
路
工
補
修
工
事
」、「
国
道
21
号
坂さ
か
ほ
ぎ祝

バ
イ
パ
ス
坂

祝
ト
ン
ネ
ル
工
事
」の
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
11
年
よ
り
、
一
般
の
方
を
対
象
に
し

た
開
放
講
座「
水
と
街
道
」を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
講
座
は
、①
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
、
②
地
域
活
動
へ
の
受
講
者
の
参
画
、
③

事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
─
な
ど
を
目

的
と
し
て
お
り
、参
加
者
は
延
べ
１
６
０
０
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。　

「
旬
な
現
場
」の
情
報
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
に

更
新
。
中
部
地
方
整
備
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
見
学

マ
ッ
プ
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
見

学
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Reporter
中部地方整備局

多治見砂防国道事務所
調査設計課　専門官

長沢 勇路

岐阜県
全国各地で働く国土交通省職員が地元を紹介！

地元小学生が、摩耗や損傷した部分を取り除いた砂防施設を
見学（川上流路工）

平成26年2月に貫通した坂祝トンネル（1号）

中部地整管内における「旬な現場」マップ
H26.3〜 H26.5

検索 「 開放講座水と街道 」　http://www.cbr.mlit.go.jp/tajimi/fureai/kaihoukouza/
「 旬な現場 」　http://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/

河川
道路
港湾
技術
公園

砂防現場見学（滑川第1砂防堰堤）

最新情報はホームページでご確認ください。


